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は じめに

本稿は、筆者の5年 に亘る経験(文 教大学湘南校舎就職委員長)な らびに平成16年 度国際学部

共同研究 『大学生の英語教育 とキャリア形成の研究(研 究者:筆 者 ・宮原辰夫 ・林 薫 ・塩沢泰

子 ・山ロー美)」 の研究成果の一環である 「モラ トリアムを続ける若者の意識 とキャリア支援策」

のその2(第2部)で ある。

第 一部 「従前 の 就職 活 動 モ デル の崩 壊(脱 稿:2005.11.30)」 は 『文 教 大学 生 活科 学研 究 所紀 要28号

(2006・3)』 に掲載 、 そ の 目次 は、1自 発 的行 動能 力 を涵養 す る就職支 援施 策 、1)文 教 大学 湘南 校舎 学

生 の 「自発 的行動 能力 」 の 実態 、2)「 面接対 策 合宿 研修 」 の効 果、H空 転す る 「自己発見 」、1)日 本版

「新 卒採 用 システ ム」 の功 罪 、2)モ ラ トリアム か らの脱 出 とな らない就 職活 動 、3)自 分 のや りたい こ

とが 見つ け られ ない大 学生 、4)3つ の 自己 の分 裂 、 であ る。

第 三部 「若 者(大 学 生)へ のキ ャ リア支援 策(脱 稿:2006.10.30)」 は 『文教 大 学国 際学部 紀要 第17巻

第2号(2007・1)』 に掲 載 、 その 目次 は 、1企 業へ:人 材 育成 は企 業 ドメイ ンで、II大 学へ:企 業 が求

め る人材 ニ ーズ を配慮 した就職 支援 、 皿大学 生へ:偶 然 キ ャ リアの重要性 の認 識 、で あ る。

本稿(第 二部)の 論及は、就職活動のためのインターネット活用が、就職情報収集 とオープン

エン トリー(自 由応募)を 一般化 したことで、学生は10か ら100社 にも及ぶエン トリーシー トを

作成 し、それらを企業に提出することになった。不採用の連続の過程を通 じ、①学生は"ハ イテ

ンションの自己記述(躁 状態)"と"冷 静な状態での自己発見の困難(鬱 状態)"を 何度 も、何故、

繰 り返す のか、②めでた く内定を得たとしても、一部の学生は複数内定 を獲得する帰結 として
"内定ブルー"に なって しまう現状 をどう解釈 した らよいのか、③ フリーターの増加をもたらす

*み き よしみつ 文教大学国際学部
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就職秩序の崩壊 とは何か、④ フリーターにとって悲惨な生活とは何か、についての考察である。

本稿の仮説(第 一部 ・第三部 も含めて)は 「いかなる職業で も"自 分の好 きなこと(生 き甲斐

のある仕事)"に は大 きな矛盾を抱 えている。仕事で成功 して高い報酬 を得 ることは本来自分の

ためでなく相手(顧 客)の ために働 くことを意味する。」である。この仮説を大学生に認識 させ

ることが今 日の大学におけるキャリア教育の意義であるとして論旨を展開 した。

1イ ンターネ ッ トが変 えた就職活動

就職活動のために"イ ンターネットによる情報収集"は 常識になっている。就職活動だけのた

めに、パ ソコンを買い求め、インターネットへの接続を行 うことをもって就職活動 ということが

常識になった。学生はインターネットによる就職情報の受発信、例えば、企業へのホームページ

を通 じての企業セミナーや説明会の予約、就職情報に関するメーリングリス トへの参加、電子メ

ールや電子掲示板 による学生相互の情報交換等 を行っている注')。インターネッ トが就職活動に

不可欠の ものとなったのは10～15年 前からである。大学生が就職活動のために、企業のウェブ

サイ トを検索 し、情報収集を積極的にするようになったのは1995年 頃か らで、企業 もウェブサ

イ トか ら採用情報 を発信 し、学生 も企業訪問や面接 に際 して、インターネットでホームページを

検索 して企業情報 を得ることになっている。

インターネットの普及で企業の採用活動と学生の就職活動は様変わりして しまった。企業への

就職活動は学生が企業の採用 ウェブサイ トに登録 してか ら始 まる。 リクナビ、マイナビ等、大手

就職情報ネ ット業者だけでも数社 もあ り、インターネ ットによるエン トリー、電子メールによる

企業採用担当者 との連絡がで きない学生は就職活動 において決定的な敗北者 となって しまった。

学生はインターネット経由で得たエ ントリーシー トと呼ばれる応募書類に 「志望動機」や 「自己

PR」 等、様 々な項目を纏めて書いて企業に送 り、会社説明会(セ ミナー)に 参加、その後、筆

記試験 ・面接を経て 厂内定」 というプロセスを辿る。

今 日、オープンエン トリー(自 由応募)の 企業が一般化 してきたため、応募のチ ャンスが急増

し、ある大学就職担 当者は学生 に"100社 エン トリーするように"と 指導 しているほどである。

とい うことは、就職情報の得やす さとエ ントリーの しやすさ注2)とは裏腹 に、企業から内定を得

るのが至難のこととなってしまった といえる。学生は企業研究等 をせずに、ただただ多 くの企業

ヘエン トリーすることになるので、企業の求めるレベルに達 しない学生が圧倒的に多 くなって し

注1)就 職活 動 をす る学 生 が情 報 交 換 す るイ ンター ネ ッ トの掲 示板 「み ん なの就 職 活 動 日記 」 が あ る。

企 業 の就 職担 当者 に とっ て、掲 示板 のチ ェ ックは欠 かせ な い業務 にな って い る。 「"A企 業 の大株 主 が よ

く変 わ る し、 経 営が不 安 定 だ"と の書 き込 みが あ った後 、 同様 の書 き込 み が続 くと、書 き込 み 情報 の真

偽 にかか わ らず、 それ らが既 成 事実 の ようにな って きて、1～2週 間後 に は内定者 か らの メー ルが相 次 ぎ、

内定者 の5分 の1ぐ らい の内定 辞退 者 が出 て くる」(日 本 経済 新 聞2005年7月18日)と い った掲 示板 の影

響 は予想 をは るか に超 え て大 き くなっ て きてい る。 有名 企 業 内定者 約52000名 の体 験 談 を読 む こ との 出

来 る 「み んな の就 職活動 日記」 は全 国 の4年 生 の8割 に当 た る28万 人 が登 録 してい る ネ ッ ト掲示 版 で あ

る。面 接 の 内容 もその 日の夜 には書 き込 まれ て しま う。 もはや採 用 の現 場(筆 記試 験 や面接)は 密 室 で

は な くなって しまった 。

注2)企 業 の エ ン トリー の学 生数 は 、 メール で概算 す る と、2004年11月 現在 、 東洋 冷蔵(株)で 約3000

人(採 用7名)、 東 急観光(株)で 約5000人(同50-60人)、JALス カイ東 京 で約5000人(同500人 程度)

であ る(三 木 、2004)。
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まった。そこで、企業では採用方針 として、年度当初の採用計画数を下回っても構わないとの厳

選採用にならざるを得ない状況になっている。たった一 日、電子メールをチェックすることを怠

ったために、企業か らの面接指定 日の連絡を受け損ね、指定の時刻に面接に行けなかった学生も

多 くなり、後になって、その会社 に連絡 しても、「電子 メールで連絡が早急につかないような方

であれば、 ご縁がなかったのだと思 ってください」 という回答が電子メールで届 くのが常識 とな

っている。

H内 定 ブルーの生起 の背景 と現実

1ハ イテンション(ハ レ)の 就職活動期間

就職活動において、図表1に 示 したように、「ハレ」の期間の"ハ イテンションの躁状態(お

祭 り気分)"で 、10～100社 に も及ぶエ ン トリーシー トの作成 ・送付 を余儀 なくされる学生は
"自己偽 り表現のエン トリーシー トの記入"に ならざるを得ない。「自己PR」 の欄 に自分 の性格

を記入することになるが、性格は自分ではよくわからないが他者からはよくわかる、ということ

では 「複数の見 られる自己」 を演 じている大人モデル(本 稿その1の 図表14参 照)で あるといっ

ても差 し支 えない。 自分の性格は自分でつ くったものといいたいが、その殆 どは両親か らの遺伝、

幼児期か らの躾 と教育、毎日の生活環境、他者 との人間関係 によってつ くりあげられたものであ

る。となると、性格 というものは自分のものでなく、他者との人間関係 をうまく形成するために

他者が自分 を理解するための判断尺度 という 「見 られる自己」そのものにす ぎない。にもかかわ

らず、エン トリーシー トは 「自己PRと しての性格の記入」を要求する。私の性格は 「……であ

る」と自分で自分の性格を表現 して しまうのは、他者が見ている 「見 られる自己」であることと

は無関係に、他者 とは無関係な特殊 な性格 を自分で自分 なりに納得 してつ くりあげて記入 してい

ることになる。これを自己発見プロセスとして就職活動では推奨することになっている。同じこ

図表01 【分断 され る自己】

一 エ ン トリー シ.___ト ・履 歴 書 ・「複 数 の 内 定 」一

「ハ レ」 の期 間 「ケ」 の期 間

"や りた い こ と"の 発 見 に 陶 酔

(lntoxication)

自己分析
"や りたい こ と"の 貧困

「複数 の内定」 の獲 得

ハ イテ ンシ ョンの 自己記述
"お祭 り"と しての就職 活動

ii

躁 状 態

v
エ ン トリVrシ ー ト ・履歴書 ・「複数 の内定 」

を前 に しての 自己記 述

＼〔響 影 ㊥〕ノ
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とであるが、エン トリーシー トの 「志望動機の記入」は、志望企業に気に入 られ、内定が得 られ

ることのみ を願い、目的 と手段 の倒錯 した"A社 に合わせた 「見 られる自己」づ くり""B社 に

合わせた 「見られる自己」づ くり"等 を行い、"見 る自己"が それを容認するとともに、"根 源の

自己"も 自己発見ごっこに陶酔 してい く一時的な麻薬中毒 に冒されることになる。 しか しながら、

ハレのハイテンションの時期がす ぎると、冷静な状態 としての日常の 「ケ」の時期 を迎え"見 る

自己"はA社 、B社 、C社 等 といった複数の 「見 られる自己」の 自己分裂の状況 に愕然 として、

そのどれをも納得 しない"決 め られない自己"の 事態に直面 し、"根 源の自己"に その拠 り所 を

求めることになるのが今 日の就職活動モデル(図 表2)で ある。そ して、"根 源の自己"は 「見

られる自己」に反逆する内定ブルーのモデル(図 表3)を 現出させることになる注3)。

図表02【 今 日の就職活動 モデ ル】

自己発見 ⇒ 業界 ・会社研究 ⇒ 試験対策

(自分を知る)(相 手を知る)(自 分を売り込む)

図表03【 内定 ブルー のモデル 】

アイデンティティが分断しながらそれぞれ増殖する

根源の自己
根源の自己

(自己発見ごっこに陶酔)

見る自己

〔複数の"ふ りをする"自 己の意識

:決 められない自己)

⇒ 驫 弖ふ,をす雛 己
意識:複 数の決めた自己)

見 られる自己

A社B社C社
見 られる自己

(志望企業に合わせた役割行動)
内定X社 内定Y社 内定Z社

根源の自己

0 「根源の自己亅の存在

O 「根源の自己1の 肥大

.o; 「根源の自己」の不認識

「根源の自己」の仮設定◎
-'(決 め

つけた 「根源の自己」)

見る自己

複数の"ふ りをす る"の0

統合化 した 「見る自己」

16)複 数の"ふ り"の 中の1つ に㌔'対 応する 「見る自己
亅

決 めつ けた"ふ り"に

0 対応する 「見る自己」

2決 められない自己に悩む学生

今 日の就職活動で大学生は、「見 られる自己」"見 る自己""根 源の自己"の3つ のの自己の相

互関連の中で、大 きく悩むことになってしまった。 どれが本当の自分 なのかがわか らな くなり、

3つ の自己はそれぞれが一体化することな く、それぞれが 自己主張 してしまっているのである

(図表2)。 「見 られ る自己」 は内定 を出 した企業が決め付 けている ものである。その限 りでは、

注3)「 見 られ る 自己」 は外 か ら与 え られた価値 基 準 で形成 され、外 部 の期 待す る行 動 を伴 うので 、現 実

世界 で その適 否 や真 偽 がチ ェ ックされ る。外 部 の基 準 で形 成 され るの で、本 当 の 自分 の実感 が伴 わ ない。

これ に対 して 、"見 る 自己"と"根 源 の 自己"は 事 実 や行 動 を伴 な わ ない本 人 の心 の 中 だ けの 自 己で あ

る ので 、現 実 にな にか うま くいか ない(「 見 られ る 自己」 が行 き詰 る)こ とが 生ず る と"見 る 自 己"を

介 して"根 源 の 自己"に 逃 避す るこ とか ら、「見 られ る 自己」へ の"根 源 の 自己"の 反 逆 が始 ま る。
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"自分はどうもそのような自分でない"と 内定企業にい
ったとしたら、自分のこともわか らない

"駄 目人間(虚 偽の記載)"と 刻印を押 されてしまうことになる
。朝 日新 聞(2005年8月27日)

に 「専修大学文学部の荒木優子さん(21歳)は 、3月 末に人材関連会社から内々定 を貰った。う

れ しい一方で、"自 分を過大に伝 えたのではないか"と 考 え始めた。面接で仕事の厳 しさを説明

されて、"出 来 ます"と 答 えたが、実際に働いた ら自分がなにもで きないことがわかって しまう、

という不安が脳裏 に去来 して、2週 間悩んだ末、内々定 を辞退 した」 という記事が載 っていた。

社会は 「見 られる自己(そ う見 える)」 が"根 源の 自己"よ りも重要であ り、大人モデル(本 稿

その1の 図要14参 照)と して"見 る自己"が 両者の自己の矛盾に気づいたとしても、一度形成 し

た 「見 られる自己」 を否定することを許 さないのである。

就職活動では企業が求める人材像 に合致 した 「見 られる自己」づ くりをす ることになるので、

それぞれの志望企業の特有の事情によって、「見 られる自己」 も多種多様 になって くるのは仕方

がない ことである。それは他者の目や思わ くを気にして、言葉使い、立居振舞、服装に気をつか

う自己である。「見 られる自己」 は他者か ら見た彼(彼 女)で あ りながら、 自分でつ くりあげた

ものではなく、 自分の意思 とは無関係に他者の 目ばか りを気にしている自己である。

就職活動における"や りたいことの発見"と は 厂見 られる自己づ くり」であり、これに向かっ

て突 き進むハ レの期 間(図 表1)に おいては 「見 られる自己」主導であるので、3つ の 自我の乖

離は表面に現われてこず、 自己分裂 を起 こさない(図 表2)。 しか し、就職活動が成功 して内々

定を得て就業するまでに長期間が置かれている、 または何度挑戦 して も内定が得 られなかったと

なると、や りたいことの発見に向か う意欲(図 表4)の 帰結 として 「見 られる自己」 を破壊する

エネルギーが"見 る自己"と"根 源の自己"か ら形成 されてくる内定ブルーの状態(図 表3)が

生 じてくるのである。さらに、就職活動のためのみの 「見 られる自己」形成であるので、運 よく

正規社員 として就職できても、就職後3年 以内に大学生で3割 以上が、この破壊の心的エネルギ

ーで退職することにな り、、フリーター軍に参入することになるのである。

図表04フ リー ター にな る自己発 見 オ タク学生

や
り
た

℃

芝
の
発
見

受身申心の自己発見

これに向かっていれば安心

無気力学生

自己発見

オタク 生

(気づき)■

就職

(偽装)

〔辛抱 ・踏ん張り石の上にも三年〕1

学生の本分を自覚する 一期一会を

大 に る 生

離職

社会人

(就職)

国

3内 定 ブルーの生起

内定 ブルー という言葉はまだ人口に膾炙 されていない新語である。 しか しなが ら、「初 めて聞

いたが、なん とな く意味はわかる」 「自分が今その状態か もしれない」 という学生は意外 に多い。

言葉 としての認知度は低 くても、内定ブルーに陥る学生は毎年確実に増加 している。

ブルー(blue)に は"憂 欝"と いう意味があり、たとえばマリッジブルーやマ タニティブルー
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などの言葉があるように、いいイメージのものではない。勿論のこと 「内定ブルー」の確固たる

定義づけはないが、内定ブルーの概念としてはネガティブで、それは大 きく2つ の形態が考 えら

れる。その第一は 「内定がなかなかもらえない」 といった内定を取る前の不安な状態をいうもの、

第二は内定は得たが 「本当にこの企業で よいのだろうか」 と内定獲得後に自分の選択(決 断)に

自信 を失なって しまうものである。

第一のタイプは就職活動をする多 くの学生 に一般的に見 られる現象である。特 に周囲の親 しい

友人が先に内定を得た場合など、必要以上に焦ってしまい、ブルーな気分になる状態を指す。第

二のタイプは、友達が就職活動 に躍起になっている状況 に反応 してせ っか く得た内定を辞退 して

しまったり、もう一度就職活動 をや り直す といった学生の悩んでいる状態を指す言葉である。複

数内定後に入社する企業を選ぶ際に、最近の顕著な傾向として厳 しい助言でな く単なる甘やか し

の親の意見 に左右 されるとか、なんとなくイメージに合 うといった低 レベルな理由で入社企業を

決定するという。企業の採用担当者からすれば、「面接で熱 く語った"志 望動機"や"入 社後の

夢"は なんだったのか」 と絶句するところであるが、ある企業では既に内定 を辞退する率 を見越

して、実際の採用人数より多めに内定を出しているのが実態である。さらには、筆者が ヒヤ リン

グしたスーパーのサミットのように内定を既 に数社から得ている学生は他社がそれなりに評価 し

ているので、サ ミットが採用するのに値する学生であるとして、"他社 に内定あ り"を 採用条件

にするところまで出てきたのが今 日である。

内定ブルーが生起するのは内定 してから実際に就職するまでの期間が長期化 してきたことに直

接の原因を見出す ことができる。就職するまでの期間が長期化 してきたのは、就職協定廃止以後、

就職活動開始時期が毎年早まっているか らである。図表5、 図表6は"就 職協定廃止後の最初の

年の1997年"と"2002年"の 内定時期 を比較 した ものである。この調査 は民間企業への就職活

動を行 った全国の大学4年 生2,550人 を対象にランダムサ ンプリングで実施 しているもので、標

準的な学生のデー タである。1997年 よりも2002年 のほうが明 らかに前倒 して早 くなっている。

過半数 に達 した時期 に注目してみると、初回内定時期 は1997年 は 「5月後半から6月 前半」であ

るのに対 して2002年 は 「4月後半」、就職先 を決定 した企業か らの内定時期は1997年 「6月前半

図表05初 回内定時期
(日経リサーチ「就職活動に関する調査)
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図表06就 職企業を決定した企業からの内定時期
(日経リサーチ「就職活動に関する調査)
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から後半」 に対 して2002年 では 「4月後半から5月 前半」であ り、1997年 と2002年 とでは初回内

定時期は1ヶ 月、就職決定先企業か らの内定時期では1ヶ 月半 も早期化 している。平均すると毎

年約6日 ほど早期化 している計算になる。将来に関 してもここ数年間はこの前倒 し傾向は変わら

ない と予測 されている。

従来の就職活動では、会社説明会、面接などのプロセスを経て徐 々に 「その企業で自分は働 く

のだ」 という志望意欲 を高め、「内定」の段 階ではその企業に対する理解度、志望意欲 ともかな

り高い ものになっていた。そ して内定企業への就職意欲は他企業への就職活動をしないので内定

後 も高まってい く。 したがって、学生にとって 「内定」 とは、本来的には社会へ出るための通過

点ではあるものの、就職活動の 「一区切 り」 として就職活動の終止点の認識が強 く、一般にもそ

のように捉えられていた。

しか し、最近の学生においては、就職意欲 は段階を経なが ら上昇カーブを描 くことなく、円弧

のように上昇を し、内定時 を頂点 にして降下 してい く(図 表7)。 これは、就職活動の当初は

「内定」 を 「就職活動の終点(ゴ ール)」 と捉 えて就職活動 を始めたが、複数内定を得た後 も闇雲

図表07内 定企業への気持ちの変化
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図表08就 職決定先企業への理解度
(ディスコ「学生モニター調査」)
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に多 くの企業 にエン トリーを続けるためである。このような実際の就職活動のや り方から、就職

先企業 を決定するまでは他企業からの内定 を獲得することのみに関心が向け られる。そのため、

就職先決定企業への理解度は就職先企業を決定 してから初めて詳 しく当該企業の研究 を始めるの

で、入社時にピークに達することになる。このことは内定 を獲得 し就職先を1社 に決めたという

2003年 度学生の、その企業への理解度の推移(図 表8)で も確かめることで きる。就職先企業 を

決定 した後 にその企業の研究を行 うので、就職決定先企業への理解度 は内定告知時には文系

41。9%、 理系47.1%、5月 で文系50.0%、 理系53.5%、 入社時には文系71.7%、 理系71.3%と 就職

内定後に高 まるのである。

内定ブルーの主要原 因は上述 したように就職活動時期の早期化 に伴 う就職活動期間の長期化で

ある。内定 した後の悩む期間が十分すぎるほどあることが問題である。 しかも、4年 生 になる前

の1～2月 か ら本格的な就職活動を強い られることで、企業研究 を十分 にしないまま就職試験 を

受けることになる。就職活動のステップ(自 己分析⇒企業研究⇒試験対策)に おいて、第1ス テ

ップの自己分析のみで就職試験 を受けることになるので、第2ス テップの企業研究が不十分のま

ま受験企業のホームページをみて、これで満足 し気分を高揚 させてしまい、受験企業について全

てをすばらしく見て しまっていたのである。

ところが、内定 してみると冷静な目で客観的にその企業を見ることがで き、その結果、迷いが

生 じて しまうのは当然の心理的帰結 といえる。受験企業のことを時間をかけてよく研究 し、理解

していれば、内定後にブルーにはならなかったといえる。

内定ブルーにな りやすい学生は4つ のタイプに層別で きる。それは、タイプA:早 い時期に内

定 を得た場合、タイプB:内 定を得 ることが目的になっていた場合、 タイプC:確 たる志望動機

を持たずに成 り行 きで内定を得た場合、 タイプD:複 数内定の場合、である注4)。

4複 数の内定を獲得する大学生

最初の内定の通知は就職活動 中の学生にとって労働市場で自分が認められた証であ り、大人と

してのパスポー トを手に入れた瞬間で、こんな嬉 しい知 らせはない。 しか しなが ら、第一志望の
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企業からの内定通知ならいざしらず、たまたま何気な くエン トリーシー トを送信 して、た またま

の企業か らの筆記 ・面接試験の後に内定通知があった場合 には、学生は次の企業の筆記 ・面接試

験 を引き続 き受けるという就職活動を継続するので、この喜びは長続 きしない。その後の就職活

動から、複数の企業か らの内定通知を受け取ることになるからである。当然、学生は、そのうち

から1つ の企業 を絞 り込んで就職することになる(図 表9)。

内定通知には学生が本当にその企業 に就職す る意志があるのか どうかを返答する意志確認の日

程が設定されていることが多い。いわば滑 り止めの企業から内定をもらいつつ、他の選択肢を求

めて就職活動を続ける学生は意志確認の日が迫 ってくると、精神的な迷いと葛藤は著 しい ものに

なる。他の志望企業か ら内定 を獲得できる確実性(保 証)は ないが、できることならもっ とよい

注4)http:〃www.hr-plaza.com/hre/2003july/featureOl/htmlを 参考 に、筆者 の5年 に亘 る文教 大 学湘 南 キ ャン

パ ス就 職委 員長 の経 験 を もとに湘南 キ ャンパス 学 生 に も、 この よ うな タイプ の学生 が い るこ とを下 記 に

記述 。

タイプAの 事 例 と して は、4年 生 の4月 上旬 に第一 志望 の不動 産 会社 か ら内定 を得 て、満足 の うち に就

職 活動 をや め た彼 で ある。 前年 就職 活動 を した先 輩数 人 か ら 「早 い時期 に志 望企 業 を絞 って訪 問 しない

と手 遅 れ にな る」 との ア ドバ イス を受 け、3年 生 の1月 に住宅 メ ーカ ーか不動 産会 社 に就 職 しよ うと決め

た 。彼 が不 動産 業界 に興味 を持 っ たの は、 同 じサ ー クル の親友 が不 動産 業界 を 目指 してい て、何 社 かの

セ ミナー に一緒 につい て行 ったのが きっか けで あ った。不 動産 業界 は面 白そ うだ と、 この親 友 に大 い に

影 響 を受 けた 。彼 は周 囲 に先駆 け ての 内 定 だ ったが 、5月 も中旬 にな る と周 囲 も内定 が 出揃 って きて 、

難 関 と思 われ た人気 企業 に内定 を決 め た友 人 も出 て きた。彼 は第一 志望 とはい え、本 当 に この企 業 で よ

か った の だろ うか 、他 の選択 肢 もあ ったの で は… と、他 の業界 をろ くに見 もせ ず早 々 に不 動 産業界 に絞

って しまった こ とに後悔 してい た。就 職 活動 を再 開す る か否 か、 ただ就 職サ イ トを斜 め読 み す るブ ルー

な 日々 を送 って いた。

タ イプBの 事 例 と して は、 や っ と4年 生 の10月 に情報 処理 会社 か ら内定 を得 た彼 女 で あ る。 自分 が ど

の業 界 ・職 種 に適 性 が ある のか わか らず、 い ろ い ろな企 業 を見 て まわ った。 エ ン トリー した企 業 は100

社 を超 える。 セ ミナ ー に も積 極 的 に参 加 し、面 接 を20社 近 く受 けた ものの、10月 まで 内定が 出 なか った。

女子 学生 は厳 しい と覚悟 は して い たが、 就職 活 動 を始 め て、 さすが に疲 れが 積 み重 な った。就 職留 年 と

い う言葉 が脳 裏 をかす め は じめ た頃、 ふ と目 に とま った情報 処 理S社 のセ ミナ ーに 申 し込 ん だ。情 報処

理 の会社 を受 けた のは初 め てだ ったが 、 とん とん拍子 に進 み 、10月 中旬 に念 願 の内定 が 出 た。 自分 には

SEの 適 性 が あ ら たの だ と知 り、 嬉 しか った。 ところが 、11月 の 内定式 に出 てみ る と、 周 りは コン ピュ
ー タの知 識 が 豊富 な理系 の 学生 ばか り

。 国 際学 部 の彼 女 は 、果 た して本 当 に 自分 がSEに 向い てい るの

か 、急 に 自信 が な くなっ て しま った。 そ もそ も自分 はSEの 仕事 に興味 が あ っ たの か さえ わか らな くな

っ て きた。 しか し、内定 式 まで参 加 したの に今 さ ら辞退 した ら会社 に迷惑 が か か る し、親 もガ ッカ リす

る だろ うと悩 み 始 めた 。筆者 の意 見 は、 悶kと した気持 ちの ま ま卒 業式 を迎 え て しま う彼 女 は、会 社 に

入社 した ら、早 い うち に転職 す るで あ ろ う と見 て い た。予 測通 りに退職 して しまい、 フ リーター に なっ

て しまった。

タイ プCの 事 例 と して は、3年 生 の3月 下 旬 に1社 内定 を得 た彼 で あ る。第 一志 望群 で はあ るが、hk

志 望 と も言 い切 れ な い会社 だ っ た。他 に も同 じ くらい興 味 の あ る会 社 が2社 あ ったが 、 どち ら も選 考 は

ま だ1次 面 接 を終 えた ばか り。 どち ら も通 過 の 知 らせ は来 た もの の、 次 の選考 は4月 中旬 であ る。 内定

の電話 を受 け た翌 日、会 社 に呼 ばれ て言 わ れた の は 「今 は まだ内々 定の状 態 。 内定 を受 け る意 思が あ る

な ら2週 問 以内 に この内定 承諾 書 にサ イ ン して 郵送 して下 さい 。期 限 を過 ぎた場 合 は 自動 的 に内定辞 退

とみ な します。」 とい うもの であ った 。Cは 焦 った。確 か に志 望 してい たが 、OBに も会 っ た こ とが な

く、面 接1回 で 内定が 出 て しまい 、実 は どん な企 業 な のか よ く知 らない。 しか し 「これ も"縁"」 との思

い と、 この あ と他 の2社 か ら内定 が 出 る保 証 もな い との理 由か ら、期 限 に間 に合 う よう に内定承 諾書 を

郵 送 、就 職活動 を終 えた 。彼 は卒業 までの期 間、 「も しあの ま ま他 の2社 も受 けてい た ら内定が 出 たか も

しれ ない し、そ っ ちの会 社 の ほ うが よい 会社 だ ったか も しれ ない」 と、不 完全 燃焼 に終 わっ た就 職活 動

を振 り返 り、納 得 で きず にい た。
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図表09【 就職企業の絞り込み】 図表11【 今 日の離 職 のモデル 】

決めっけた根源の自己

見る自己

(決めっけた"ふ り"への対応)

見られる自己

(就職企業の決定)

決めつけた根源の自己

見る自己

(決めっけた"ふ り"の 自己意識の肥大化)

見られ る自己

(就職企業における決めっけた

役割行動にのみに固守)

根源の自己

◎ 「棚 の自己・の存在
"一 、、

'、

(◎1・ 棚 の自己・の肥大'、
,、

顎 一'

o'「 根源の自己」の不認識、尊'

◎ 灘 鵯憂」,飃奮己、)

見る自己

複数の"ふ りをする"の0

統合化した 「見る自己」

o'複 数の"ふ り"の 中の1つ に
㌔'対 応 す る 「見 る自己」

決 めっ けた"ふ り"に

0 対応する 「見る自己」

企業からの内定の可能性が捨てがたいので、最終決断がで きないのである。企業 も 「滑 り止め」

とされた り、採用確定 と思った学生が他 の企業 に流れることを防がなければならないので、その

ため同業種の企業はほぼ同 じ時期 に、さらに就職活動のピーク時には業種に関係な く選抜試験や

面接が重複する採用内定のスケジュールを組む。志望する企業 と内定をもらう企業の ミスマッチ

が続 く限 り、学生は必ずこのジレンマに悩 まされることになる。

複数の内定を獲得する学生は6～8社 から内定を貰って くる注5)。内定をもらって自信 をつけた

学生は"チ ャンスがあるなら、それに挑戦 しなければもったいない"と 就職活動 をやめない。表

向きは終ったかに見えて も現実は 「偽装就職活動学生」である場合が通常 ということにもなって

きている。他社内定 を既に2～3社 も得ている学生をターゲットにし、そこの内定辞退を正式採

用 の条件 に している企業 も多 くなってきた。内定辞退の増加が この状況 を明らかに している。

2005年5月 時点で一人当たり2社 強の内定 を得ている統計 もあるので、夏 ・秋 ・冬 と就職活動 を

続 けている学生にとっては、内定が4～5社 にもなることになる。企業は内定辞退が"大 幅に増

加 した"も しくは"増 加 した"と 感 じてお り、その理由としては一部の学生に内定が集中 してい

ることが挙げられ、そのために就職活動後半に内定辞退者が続出 していることになる。

注5)朝 日新 聞(2006年7月14日)の"春 秋 欄"に 「"内定6個 も らった よ一""シ ュー カ ツ って 、意外

に ラクチ ンだね"。 来春 卒業 予定 の学 生 た ちが就職 活動 をつづ る プ ログ(日記風 の簡易 型 ホー ムペ ー ジ)に 、

こんな体 験 談 が あふ れ てい る。数 年 前 まで の"氷 河 期"騒 ぎは遠 い昔 だ。主 要企 業 が前 年度 に比べ2割

ほ ども採 用 を増 や す とい う売手 市場 。一 略一 い ま大変 な のは採 用側 で 、複 数 内定者 を囲い 込 むの に必 至 。
"メ ー ルで 内 定辞 退 を伝 えて きて 、 それ っ き り音 さ たの ない 学生 が い る"と 嘆 く声 も聞 く」 と記 されて

い る。
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複数内定を得 る学生の特徴 としては、イケメンで、澱みのない快活なしゃべ り口調で自信に溢

れているといった第一印象の良さである。男女 を問わず共通なのは、健康 ・積極性 ・礼儀正 しさ

といった印象 を与えられる学生である。そ して、論理的な対話 ・会話ができる学生である。これ

らは学業成績(知 識)と か大学名と相関関係がないとはいえないが、それでも最近は、外見 とい

う要件が大 きく内定に影響 を与 えていることは否めない。そして、彼(彼 女)ら は 「内定 を貰お

うと思えば、い くらでも貰 える。私 たちは人事担当者が喜ぶ答えを知ってしまっているか らです。」

といって憚 らない。企業訪問を楽 しみ、ゲームのごとく就職試験 を受ける。「就職面接で好印象

を与えた⇒自信 をつけた⇒次の就職面接でよいパ フォーマ ンスを演 じた」 といった繰 り返 しのポ

ジティブフィー ドバ ックのメカニズムを得て、次々と内定を得てい く。 目的とプロセスの錯誤で

あり、プロセスの目的化である。ゲーム感覚の就職活動は他の学生に対 して"ゼ ロサムゲームの

構造(プ レーヤー間の利得の合計が常にゼロ)"を 定着させることになる。しか し、内定をい く

つ も持 っている学生 も1つ に絞 りきれないでいることが多い。ネット情報ばか りを大事 にして就

職スキルのみに頼 っているので、OB訪 問な どの"足 で歩いた企業研究"を 行 っていないからで

ある。

内定がなかなか得られない学生は就職試験 ・面接での失敗を契機にネガティブフィー ドバ ック

に填 まりこんで、失敗経験からくる負け犬意識のために試験でも面接で も本来の実力を発揮で き

ず に敗者 の道を歩み続けることになる。理想 とする志望企業の2～3社 を受けて落ちた時点で
"就職す るのを諦め

、フリーターでいいと妥協する"の は自分が傷つ くのを恐れるためであるが、

最初の内定獲得に要する期間と敗者の経験の回数が、ポジティブフィー ドバ ックかネガティブフ

ィー ドバ ックのどちらかを決めることになるのである。

今 日の企業の採用メカニズムはポジティブフィー ドバックを確立で きた限られた学生の取 り合

いをしているだけであるといえな くもない。学生は 「自己発見⇒ 自分にあった業種 ・企業の選定

⇒試験対策」で、お互いの差別化 ・個性化 を図ろうとしているものの、企業が求める学生はある

限定 された特定範囲に収斂 しているに過 ぎないのが現実である。学生 も同様に同じ企業を志望す

るゼロサムゲームを展開することになっている。つまり、当該年度の新卒求人数 に対 して従前は

内定優先先決主義であったので、学生間では秩序ある安定 した内定が得 られるが、複数内定が常

態 となっている今 日では、従前の トラッキング注6)が有効 に機能 しな くなったのである。

皿 フリーターの増加の背景 と現実

1就 職 秩 序 の崩 壊 で フ リー タ ー の 増 加

フ リー タ ー(Freeter)と い う言 葉 は フ リ ー ラ ンス(FreeIance)と ア ル バ イ ト(Part-timeworker>

注6)筆 者 が 鹿 島建 設(株)人 事 部 長 で あ った 時代 の採用 は、多 様 な人 材 を幅広 く採用 してい こ うと し

て い たの で、 大学 ラ ンキ ン グご とに横 割 りの レイヤ ー を想 定 し、で きる限 りラ ンクの上位 層 の大 学 の学

生 の採用 を多 くす る ように した比率 の 割合 で 、 どの レイヤ ー か ら も採用 してい くこ とで あ った。 国立 大

学 で は旧帝 国 大学 、一橋 大 学、 私立 で は慶 応 、早 稲 田、上 智 とい った偏 差値 の 高い大 学 か らはな るべ く

多 い比率 で採用 して いた。 したが って 、結 果 と して 、毎年 、 それぞ れ の レイヤ ー におい ての採用 人数 は
一 定数 を確 保 して い た

。学 生 の競 争 は同 一 レベ ルの 大学 間 で 、そ して 同 じ大学 の同期 の学生 で あ った。
一部 上場 の大企 業 へ の就職 はその大 学 のス テ イ タス や同期 生 の価 値 を高 め る もので あ り

、ゼ ロサ ムゲ ー

ム であ っ た とはい え、協調 的 な トラ ッキ ングで 、学 生 間で相互 に容 認 され た もの であ った。
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の2つ の言葉 をつなぎ合わせた もので、リクルー ト社の雑誌 「フロム ・エー」の編集長が命名 し

た言葉である。多様な生 き方を推奨 したいということでの発案であったといわれている。 この言

葉に託された ものは企業に正規社員として雇用 されないで、自分の時間は自分で管理 し、自由を

楽 しみなが ら、アルバイ トで経済的自立を確保するというものであった。憧れの職業が、明治で

は"高 級官僚"、 昭和の戦前 ・戦争中期 は"海 軍 ・陸軍士官"、 戦後の高度成長期 は"エ リー トサ

ラリーマ ン"、そして、バブル期には"フ リーター"と なった。

ハブル経済期に誕生 したフリーターは、豊かな社会だか らこそ成立する優雅なライフスタイル

を意味 していた。それは 「自由を選択 して、会社には縛 られない無限の可能性 に賭けるライフス

タイル」のイメージである。 しか し、バブル期です ら一過性や例外的な事例は別 としても、勤務

時間を自由に設定できたり、短期間の勤務で高収入を得 ることは現実には殆 どなかったのである

注7)O

フリーターは安定 した生活基盤を持たず に年齢を重ねることになる。そこで、生活弱者 になる

ばか りでな く、社会の中核的年代 になってもその自覚や責任ある行動の遂行がで きないので、社

会全体 として大 きな課題を抱えることになって きている。フリーターの心情は理解で きるものの、

その生活を是 とした り、さらには学生の多 くがフリーターを選択するしか途がない という企業環

境状況あるいは学業 ・教育環境であるとしたら、 日本の将来に大 きな禍根 を残すことになるのは

必至である。

日本では高度成長期か らバブル期にかけて売手市場であり、教育学部の学生が商社に就職 した

り、理工系の学生が銀行に勤めるといった奇妙な事態が現出していた。大学で学んだことと社会

人 として必要な知識が完全に分離 していたといえる。大学教育 と企業での知識 ・スキルの連続性

は断ち切 られていたのである。大学の偏差値 ランクで就職先が決まるという従来の就職秩序が崩

壊 したのもバブル期である。エクセ レント企業への下位ランク大学か らの就職が増えたの もこの

時期である。従来の採用方法では必要人員枠が確保で きなかったので、とりあえずの人数あわせ

を行っていた。大学卒の初任給 も上昇 し、従来の常識でいえば破格の好条件で就職できたのであ

る。

ところが、大学生にとっての未曾有の売手市場時代 は長 くは続かなかった。バブル崩壊後はど

の企業 も一変 してリス トラを断行 し、中高年の雇用 を守る代償 として新卒採用枠 を縮小 した。さ

らにハブル期に大量に採用 した新人類社員は不良社員 として扱われたのである。 このような経済

注7)フ リー ター とい う言 葉 は、 当初 、 限定 的 ・肯 定 的 な意味 で使 われ てい た(若 者 の就業 行動 研 究 会 、

2000/小 杉 礼 子 ・堀喜 衣 ・上 西史 明 ・耳塚 寛 明 ・本 田 由紀 、20011道 下裕 史 、2002)。 しか し、今 日で は

学 業 を終 えた に も拘 らず 、定 職 に就 か な い若者 の うち、 ア ルバ イ トやパ ー トをす る者 あ るい は現在 は働

いてい ない がパ ー トや アルバ イ トを して働 くこ と を希 望 してい る者 に、 その 言葉 の意 味す るこ とが変 化

してい る。

注8)フ リー ター は学校 を卒業 して も正規 社 員 と して就 職 せず 、 ア ルバ イ トを続 ける若 者 の働 き方 だ け

を指 してい るので は な く、パ ー トは もと よ り派遣 社員 や 契約社 員 な ど非正 規社 員 の人 々 の全 て を含 んで

い る。 厚生 労 働省 は 『労働 白書2000』 にお い て、 フ リー ター の算定 基準 を 「15～34歳 で 、① 現在 就 業

してい る者 につい て は勤 め先 の呼 称が"ア ルバ イ ト"又 は"パ ー ト"で あ る被 雇 用者 で 、男性 につ い て

は継 続 就業 年 数 が1～5年 未 満 の者 、女 性 につ い て は未 婚 であ る者 、 及 び、② 現 在就 業 して い ない者 に

つ いて は、 家事 も通学 も してお らず"ア ルバ イ ト ・パ ー ト"の 仕 事 を希望 す る者 」 と した。 年齢 の 下 限

の15歳 は義務 教 育 の修 了 年齢 であ るの で 、そ れ な りに妥 当 な年 齢 とい える 。 しか し上 限 の34歳 は"人

生 七掛 け説(注13)"で 考 え る と、現代 の 人生 の35歳 が 昔 の人生 の24.5歳(35*0.7)と なるの で 、そ れ

な りに理 解 で きな くは ないが 、明 確 な根 拠 となる理 由は見 当 た らな い。
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状況の中で、人員削減をしても仕事は残 るので、仕事のルーチ ン業務の部分を担当する非正規社

員が増えることになった注8)。こうして、フリーターのもつ社会的意味は大 きく様変 りしていっ

たのである。そして、日本経済の停滞が続 くなかで、フリーターは減 るどころか急速 に増え続 け

ているのである。

労働省(当 時)が フリーターを社会問題 として取 り上げたのが1982年 で、その人数はお よそ

50万 人であった。それが1987年 には79万 人、1992年 に101万 人、1997年 に150万 人 とな り、

2003年 には417万 人と増加 した。2003年 版国民生活白書の副題は"デ フレと生活一若年フリータ

ーの現在一"で ある。学校基本調査 によると、大学卒業生の就職率 と無業率の折れ線 グラフで両

者の乖離幅が尻窄ま りを示 し、 フリーターの増加を検証(図 表10)し ている。その人数 は現在

では500万 人 を超えたといわれている。そ して、就職希望高校生の就職難は過酷で、高校が非正

規社員の職業紹介を実施するまでになっているのである。まさに、フリーターを就職実績にした

フリーター職業の斡旋である。フリーターという進路 コースがあれば、プータローやプーコにな

らず、一応は暫定的 ・変則的であるか もしれないが仕事 に就けるので健全なあり方であるとの高

校側の見解である。

しか し、 フリーターのための社会環境が整 っているかといえば極めてお粗末である。フリータ

ーの雇用は企業にとっては最初からリス トラを前提 とした人達であるので、フリーターにとって

も、社会にとって も、将来への悲劇的状態 を生み出す温床が拡大 しているといえる。特に、次の

3点 が問題であると筆者はいいたい。

まず、フリーターはマニュアル作業が中心であり、高度な職業能力が身につかないので、ブリ
ーターが増えると、 日本全体 の生産性が低下する。企業の中核業務 に関 りのない業務 を"非 正規

社員 に任せ られる仕事"と 位置づけ、フリーターをいつで も取替え可能な要員 として扱う。次 に、

図表10

学校基本調査による無業者の実態 とA大学キャンパスの経年比較C13年 間}
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フリーターの増加が賃金 を下げる要因となり、賃金の安 さで消費水準が低 く、結婚や出産 もでき

ず、少子化 に拍車がかか り、年金など社会保障制度が崩壊する。さらに、正社員 とフリーターと

の賃金格差が社会の2極 化 を進行 させ、治安の悪化 を招 くといったことである。

大学新卒者が正規社員 として採用 されて も3年 以内に、就職志望企業向けに決めつけた 「見 ら

れる自己」が"見 る自己"と"根 源の自己"の 反逆 にあって崩壊(今 日の離職モデル:図 表11)

して、"何 が したいかわか らない""仕 事が面白 くなければ辞めればいい"と いった就労観(図 表

04、 注3)に な り、"7・5・3現 象注9)"を起す ことになる。 これ とは別に、就職 した くて もでき

ない社会状況、経済状況 もある。フリーターの約7割 が本当は正規社員希望だった、とい う調査

結果もある。

フリーターの最大の問題点は、彼(彼 女)ら の抱 えている問題が何であるのかが、彼(彼 女)

ら自身にも社会の側にも、よく分からないという点にある。フリーターはライフスタイルなのか、

職業なのかはっきりしない。職業情報誌は職集として扱 って求人募集 をしているし、フリーター

の中には自分が選択 したライフスタイル と考えている人も多い。ただ、明確にいえることは、当

人も社会の側 も、フリーターを最終的な仕事 とは考 えていない ということである。「一生、 ブリ
ーターでいい」というフリーターは一人 もいないのである。

既成の大人の世界に入ることを躊躇する若者、また仕事がなくて大人の世界 に入ることがで き

ない若者 も増えている。青年期から成人期への移行に長い時間がかかるようになっているのは先

進国に共通する現象であるが、日本では成人期への移行のプロセスに異変が現在おこりつつある

ことにようや く気づ きは じめたところである。ある年齢 になると自力で生活することが必要であ

るが、それがうまく機能 しなくなってきた。多 くの若者が生活基盤 を持たない世界をさまよい出

したといえる。学校 を卒業 しても若者が職に就かないのは、今では学校 とい う場が、成長 ・研鑽

の期間として十分に機能 しな くなったばか りでなく、モラ トリアム期間跏)と しても不十分 にな

って きていることを意味する。大学を 「社会への移行期 にある若者 を"職 業社会への開かれた自

律的存在 として育成する教育機関"」 にすることの再認識注1')が重要である。

大学生活 の4年 間を社会人となるための準備期 間とするのは大学時代 を専門分野の学習期 間と

注9)"7・5・3現 象"と は 、正規社 員 と して採 用 して も中卒 で7割 、 高卒 で5割 、 大卒 で3割 も3年 以 内

で やめ て しま う こ とを指 す 。厚 生労働 省調 査(2002年)に よる と、企 業 に正規 社員 で採 用 され た大 学生

の うちの34.7%が3年 以 内 に離職 して い る。社 会人 と しては マニ ュ アル 的 な コ ミュ ニケ ー シ ョ ンスキ ル

で な く、情 熱 を持 って積 極 的 に人 と接 して い ける能 力 が求 め られ るが、 今 日の学生 は"プ ロ グ型 人 間"

と揶 揄 され る よ うに、 人 と対 面 しての コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能力 が養 成 され て な く、対 面 で は受 身 のス タ

イルで敬 語 も使 えず 、 人 の話 も聴 け ないの が実 態 であ る。 言 い換 えれ ば、社 会 人 としての 当 た り前 の こ

とが で きな い とい う ことであ る。 さ らに、少 しで も注意 され る と耐 える こ とをせず に、退 職(仕 事 放棄)

して しま うので あ る。

注10)緊 急事 態 に際 しての 支払 猶予期 間 を意 味す る 「モ ラ トリアム」 は心 理学 で は"成 長 過程 の 責任 義

務 自己 決定 の 猶予 期 聞"の 意 味 で用 い られ る。 「本 来 、 オ トナ(社 会)の 側 が 青年 にモ ラ トリア ム を与

えるの は、 まず 第一 に青年 たちが オ トナ世代 か ら知 識 ・技術 を継承 す る研 修(見 習 い)期 間 を与 え るた

め であ る。 この期 問 中、 当然青 年 は、 親 な り、 オ トナ(社 会)の 一 定 の機構 な りに、経 済 的 ・心 理的 に

何 らか の形 で依 存せ ざ るを得 ない が、古 くそ れ は徒 弟奉 公 期 間で あ り、近 く現代 社 会 で は、大 学 生活 が

そ の代表 的 な もの で あ る。 そ の意 味で 、伝 統 的 にこ のモ ラ トリアム=見 習 い期 間 の長 いの は、 高 度 の技

術 の習得 を要す る専 門技能 者 の卵 、 た とえば研 修 医や 司法 修 習生 、役 者、 芸術 家 な どであ っ た。 つ ま り、

この猶予 期 間 中の青 年 た ち は、未 熟 な まま世 の中 の現 実 に ま きこ まれ て 自分 を見失 わぬ よ う、将 来 の大

成 を期待 され る見 習 い人 と して の身分 を保証 され る。」(小 此木 啓吾 、1978)
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してではなく、モラトリアム期間として過ごす という意味であるが、モラ トリアム終了後は社会

人になって働 くことを当然 とする考え方である。学生で もなく正規社員で もない状態 としてのブ

リーターはモラ トリアム期間の再延長にす ぎない。昔は社会全体が貧 しかったから、モラ トリア

ムを享受で きる階層は必然的に限られていた し、社会的にそれを許される人々というのが絞 り込

まれていた。

ところが、今 日、多 くの親にニー トを含 めフリーターを許容で きるだけの金銭的余裕があ り、
"夢のないつ まらない就職をす るくらいならフリーターのほうがいい"と 考える親がいるのが問

題で、フリーターにモラ トリアムの継続を打ち切 る 「進路強制変更の施策」が親にも学校 にもな

いのである。

2"自 分の好 きなこと"の みでは悲惨 な生活

筆者の文教大学湘南校舎就職委員長の5年 間の経験からすると、いずれ仕事 に就 くのであれば、

大学時代の初期 に自分の進路(大 雑把 な生 き方と働 き方のグラン ドデザイン)を 決めてお くべ き

であるといいたい。社会経済の情勢 として希望する職に就 くのが困難であったら、時代が求める

資格を取得するなりの研鑽を大学にいるときにすべ きである。単純計算でも大学4年 間に自由時

間は15,640時 間もあるのである注12)。大学入学時点で学部や専攻コースを決めるのは、将来の職

業を念頭 においてのものであったはずである。純粋に学問への関心から専攻を決めた学生は僅少

である。"人 生七掛け説"注'3)も あるが、学生時代 に無為に過 ごして遊んでいて、大学3年 の秋学

注11)渡 辺(2006)は 「筑波 大学 の場 合 、専 門 を持 つ教養 人 を 目指 して、大 学生 ・院生 の期 間 に"専 門

教 育 とキ ャ リア教 育 を融 合 させ る"と い う生 涯 の一 時期 の持 つ発 達 的意味 の理 解 を重視 して いる 。学生

を社 会 と職業 に開か れた"自 律 的存在 と して育 成す る(社 会 との 関 わ りあ い におい て個 人のindividuality

を追 求 す る)"。 全学 生生 活 が キ ャリア であ り、 学生 が大 学 生活 を有 意義 に過 ご し、専 門領 域 を通 して知

的 ・社 会 的 に行 動 で きる よ う に(キ ャ リ ア発 達)教 育 的指 導援 助 して い る 。」 と述べ て い る。 筆 者

(三木 、2006p.73)は 「学 問(専 門)の 社 会 に お ける活 か し方 が ます ます多 様 に な ってい る今 日、大学

は高 等教 育 におい て、学 問(専 門)の 職 業 的 ・社会 的 意義 を理解 す る 「さな ぎの期 間(幼 虫:小 中高校

⇒ さ な ぎ:大 学生 活期 間⇒成 虫:職 業人 ・社 会 人)」 であ り、 モ ラ トリアム期 間 と位 置づ けてい る。

注12)自 由時 間 の15,640の 計 算 は次 の算 式 に よる。 平均 的 な大学 生 は4年 間 で35,040時 間(24h*365d

*4y)の うち動 物 時 間は14,600時 間(10h*365d*4y)に な る。①授 業 の あ るの は年 間 に標準 で150日

で あ る。 一 日90分 の授 業 を標 準4コ マ履 修 す る こ と にな るの で3.600時 間(1.5h*4コ マ*150d*4y)

が総 授 業 時 間 とな る。 平均 通 学 時間 は片 道1時 間 かか る とす る と1.200時 間(2h*150d*4y)が 通学 時

間 となる 。授 業 の あ る150日 の 自由時 間 は一 日6時 間(24h一 動 物 時 間10h一 授 業時 間6H一 通 勤時 間2h)

で あ るの で3,600時 間(6h*150d*4y)と な る。② 授 業 の ない 日は215日 で 自由時 間 は12.040時 間

(24h一 動物 時 間10h=14h、14h*215d*4y)と な る。③ よって、 自由時 間 は12040+3600=15640時 間

で あ る。

注13)平 均 寿命 が 延 び、 また社 会 が高 度 化 して きた現代 で は、"人 間が独 り立 ちで きる年 齢 は、 現代 の

年 齢 の七 掛 けが昔 の 人生 の年齢 であ る"と い うのが 当た り前 とい う説 があ る。 自立 す る まで に長 期 間か

か る とす れ ば、そ の後 の 人生 にお いて も、 同 じス ピー ドで成熟 し、人 間が成 熟度 合 い に適 合 した 「仕事 」

しか で き ない とす る な ら、今 日の30歳 は0.7を 乗 じる と昔 の21歳 となる。今 日の70歳 は昔 の49歳 であ

り、定 年 を70歳 以 上 まで延 ばす のが妥 当 とな る。現在 の80歳 は昔 の56歳 とい うこ とにな り、昔 の 定年

の年 齢(55～60歳)か ら換 算 す る と現 在 の78歳 か ら86歳 とな るので80歳 で も働 い てい て 当然 とな る。

昔 は20歳 で 自立 して25歳 まで に親 に な り、 そ の子が20歳 で 自立 す る とす れ ば、親 が45歳 になる と子供

に経 済 的援 助 を しな くて よ くな る。 これ を七掛 け説 で解釈 す る と、今 日で は28か29歳 で独立 、35か36

歳 で親 に な り、64か65歳 まで子 供 の経 済 的援 助 を しな けれ ばな らない こ とにな る。(昔 の 人生=現 代 の

人生*0.7、 したが って、現代 の 人生=昔 の人 生10.7)
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期の進路決定の時期になって"ま だ決めていません"と い うのでは情けな く、怠惰の謗 りを受け

ざるを得 ないのは当然である。

コナン ・ドイルは 「シャーロック ・ホームズ ・シリーズ」で大儲 けをし、世界的に有名 になっ

たが、それは自分 自身の好 きなものを書 くのでな く、読者の意向に逆 らわないように細心の配慮

を払っていて作家 としての自由を犠牲 にすることと引き替えにして手に入れたものであった とい

われている。

現在は有名な作家と讃えられている文豪であっても、生前は職業作家 として世に立てなかった

人は少な くない。宮沢賢治は原稿料では生活で きず、教員をして暮らして売れない原稿 を書 き続

けた。 ゴッホの絵画は、現在、世界で最高額の絵画であるが、生前 にはたった2枚 しか売れてい

ない。 ゴッホの絵は兄嫁の鶏小屋の囲いの一部に使われていたという。にもかかわらず、ゴッホ

は画家にとって簡単に収入の得 られる肖像画の注文は断 り、 自分の好 きな絵 を描 き続けた。それ

は絵を描 くことが"仕 事でな くて、生 き甲斐"だ ったからである。芸術家 としてのゴッホの生 き

方は自分 に真摯で誠実であったので、生 き方が邪道であると非難すべ きところはないが、それで

もゴッホの生活は極めて悲惨であった。 ゴッホの天才 を理解できる人間がいなかったから生活が

悲惨になったといえる。天才以下の普通の人間が自分 自身の好 きなことを仕事にするとした ら、

顧客のニーズに応えること等はとてもで きないので、経済的報酬 は得 られないのが当然である。

仕事をする側の 自分 自身の楽 しみが高額報酬 になることは殆 どないといっていいす ぎはでない。
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